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美幌人口ビジョンフレーム（骨子）（案）

＜Ⅰ 人口の現状分析＞

１ 人口動向分析

3区分人口の推移」

・1985 60 26,686人をピークに、その後

は緩やかな減少が続く。

・15 64

ている。

・65歳以上の人口は増加を続け、1995 7 15歳未満人口を

越えた。

■「自然増減」

世代の人口減少により、出生数は減少傾向にある。

・死亡数は出生数を上回る状況が続いており、徐々

にその差が拡大傾向にある。

■「社会増減」

・転出超過の状況が続いている。

2位となっているが、転入元の上位も同２市となっている。

・世代別の転入出状況では、移動数は20 30代が最も多いが、転入出差は20代以下と40代が最も開いている。

・

・

＞図

美幌人口ビジョン

2013年（Ｈ25）転入者数 転出者数

北見市 146 222

網走市 62 47

大空町 33 20

津別町 24 10

札幌市 94 161

帯広市 43 67

旭川市 24 42

千歳市 19 26

その他道内 230 249

道外 97 115

合　計 772 959

2013年（Ｈ25）転入者数 転出者数

0～14歳 84 137

15～19歳 93 121

20～29歳 264 307

30～39歳 149 152

40～49歳 84 116

50～59歳 56 50

60歳～ 42 76

合　計 772 959

※分析中

人数 構成比 人数 構成比
美幌町の通勤・通学者 11,173 100%美幌町に通勤・通学する者 10,301 100%

うち美幌町→美幌町 9,073 81% うち美幌町→美幌町 9,073 88%
うち美幌町→町外 2,100 19% うち町外→美幌町 1,228 12%

区　分 区　分



■「雇用や就労に関する推移」

・全体的に就業人口が減少している中で、第2次産業者数の減り幅が大きくなっている。

10 30代が一貫して減少し、2000 50 59歳の就業者数が最も多くなっている。

２ 将来人口の推計と分析

■「推計」

●推計①

  

●推計②

  ・推計①を基本として、2020

「1.64」が続き、2025 1.80」、2030

「2.10」に上昇する計算

・2020 64 3ポイ

ント加算し、人口移動を少し収束させた計算

●推計③

  ・推計②に加え、さらに2025 5 44 2ポイント加算（合計5Ｐ）させ、もう少し人口移動を収束させた計算

●推計④

  ・2020 1.64」が続き、2025 1.80」、2030 2.10」に上昇する計算

  ・20 0）とする計算

■「分析」

  ・ビッグデータによる過去5 263人/

  ・純粋な推計だと、Ｈ27→37 10 325人/ 37→52 15 332人/

   

Ｈ22 Ｈ27 Ｈ37 Ｈ52

純推計① 21,575 20,172 16,923 11,941

― ▲3,249 ▲4,982

推計② 20,198 17,713 13,906 H27 37 76.4人

H37 42 78.3人前区画差 ― ▲2,485 ▲3,807

推計③ 20,198 17,845 14,416 H27 37 89.6人

H37 42 103.5人前区画差 ― ▲2,353 ▲3,429

推計④ 21,158 19,851 17,876 H27 37 194.2人

H37 42 200.5人前区画差 ― ▲1,307 ▲1,975
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３ 人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察

＜Ⅱ 人口の将来展望＞

■「目指すべき将来の方向」

（１）取組の基本方針

   ・自然減への対応

   ・社会減への対応

（２）目指す姿とその実現に向けた取組

  美幌町が

   ・地域の資源や特性を活かし、生き生きと働くことのできる就業の場の確保

   ・結婚・出産の希望の実現と地域全体による子育ての環境づくり

   ・将来にわたって暮らし続けることのできる生活環境の確保

  に取り組む。

■「人口の将来展望」

将来人口を展望する。

  現在の「1.64」から、2025 37 は「1.80」、2030 42 2.10」ま で上昇させることを目指す。

・人口移動

  20 30代の移動者数が多いことと、20 40代の転出超過が著しいことから、約5
やＵターン対策、移住・定住促進、子育て対策などを実施することにより、2020 32
する。

   これにより、親世代の移動の影響を受ける5 64歳までの転出超過を2
人口減少の抑制を目指す。

  ・現在の移動状況が続いた場合、2040 52 11,941

  
た場合、2040 52 14,500人」となり、約純粋な推計値に比べ約2,560

2026年（平成 38年）

約 18,000人

約2,560人増加

推計値実績値

※分析中


